
　風流と節頭行事は鎌倉時代中期頃から始まったといわれ、約770年
の歴史があります。
　風流（国選択無形民俗文化財・県指定重要無形民俗文化財）は、2
人の少年が獅子頭に見立てた笠をつけ、成人男性による歌や笛に合わ
せて小太鼓と大太鼓を打ちながらゆったりとした動作で舞う芸能です。
毎年、野原・菰屋・川登の3地区が担当します。口

く で ん

伝により伝わってい
る舞いや衣装は3地区で少しずつ違いがあります。
　節頭行事（市指定無形民俗文化財）は、節

せっとう

頭奉
ぶぎょう

行を先頭に節頭と呼
ばれる稚

ち ご

児を神馬に乗せ、仲
ちゅうげんがしら

間頭をはじめ仲
ちゅうげん

間 4人が馬の手綱を引き
ながら御

お と も に ん

供人とともに威勢の良い掛け声を上げて地域を訪問し、野原八
幡宮に神幸します。
　節頭行事の輪番表（右上の図）は明治18年の全郷民惣代協議会議
定書により決定されたもので、荒尾・長洲を含めた旧荒尾手永28村中
から毎年3地区ずつ輪番で回ります（風流を奉納する野原・菰屋・川
登を除く）。9年でほぼ1回りして、その後は1地区ずつ入れ替わって
3地区回ります。ことしは3地区のうち宮内・宮内出目地区が奉納します。
問風流節頭保存会・川上　☎ 090-2519-1158
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●申込期限
　10 月 9

日㈫

▲節頭行事輪番表
熊本県教育会玉名郡支会編『玉名郡誌』1972年より
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